LP レコ ー ド が 発売 され た 時 , 私 
は 中 学 2 年 生 だ っ た . 家 に あっ た 手 
巻き 式 の 蓄 音 器 で SP レコ ー ド に 親 
し ん で いた が , LP や 45 回 転 EP の 
マイ クロ グル ー ヴ 用 に レコ ー ド ・ プ 
レー ヤ を 組み 立て た .。 26 回 転 か ら 
88 回 転 まで 連続 可変 の アカ イ C5 
フォ ノ モ ー タ を 買っ た . この 連続 可 
変 式 モー タ は 33-1/3 回 転 の LP レ 
コー ド , 45 回 転 の EP レコ ー ド , 78 
回 転 の SP レコ ー ド に 対応 し た . 

ピッ クア ッ プ は ブ プリモ の ター ン オ 
ー バ 式 Model 302 で 1 ミル (LP/EP 
レコ ー ド 用 ) と 3 ミル (SP レコ ー ド 用 ) 
の つい た も の だ っ た 。 ター シテ チ テージ 
ル が 定価 \6,000, ピックアップ が た 
し か ぎ 1,300 だ っ た .1953 年 (昭和 28 
年 ) の こと で ある 。 

アン プ は 自作 の 高周波 1 段 ラ ジオ 
の 低 周波 増幅 部 6C6-42 で スピ ー 
カ は オン キョ ー の ノン プレ ス ・ コ ー 
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音 懐 か し い 電 蓄 サ ウン ド を めざし た 


6AQ5 プ ッ シュ プル 
パワー・ ア ンプ の 製作 


ン の 6 インチ 半 , スピ ー カ に は 出力 
トラ ンス が つい て いて 7kQ2 タッ プ 
に 出力 を つない が だ が. 

当時 の スピ ー カ に は 例外 な く 出 力 
トラ ンス が つい て いて 。 10 イン チ や 
12 イン チ に は プッ シュ プル 用 の ト 
ラン 容 が 付属 し て いた . つま り 大 口 
径 スピ ー カ は プッ シュ プル ・ ア ンプ 
に つなぎ , 小口 径 の スピ ー カ は シン 
グル で 使う と いう 図式 が 出来 上 が っ 
て いた の で ある 。 し ば らく し て , 演 
奏 用 と 銘打っ た 出力 トラ ンス 無し の 
スピ ー カ が 登場 し た 。 

ビク ター や コロ ム ビ ア の レコ ー ド 
会 社 が 電気 蓄音機 を 発売 し て いた 
が , 一 般 に は デン チク は ラジ オ 屋 に 
作っ て も ら う と いう こと が 行わ れ て 
いた 。 そ の 方 が 安価 だ っ た の と , メ 
ー カ ー 製 の 値段 な ら ,. より 大 き な ス 
ピー カ を 使え た か ら だ っ た と 思う 
デン チク に は 必ず ラジ オ が つい て い 
て 。 い ろ い ろ な サイ ズ の 同調 ダイ ア 
ル が 売ら れ て いた . 測定 器 メ ー カ ー 


の 靖 水 電子 は ダイ ヤル ・ メ ー カ ー の 


大 手 だ っ た . 豆 球 の 照明 で 華 肌 に 浮 
か び 上 が る ダイ アル の 美 し さ は, 子 
供 の 目 に も 胸 を と きめ か せる 魅力 が 
あっ た . 

10 イン チ や 12 イン チ の スピ ー カ 
が つい た デン チク は 42 ブッ シュ プ 
ル が 90% 以 上 で た ま に 2A3 プ ブッ 
シュ ブル が あっ た . 

この 42 プッ シュ プル の 回 路 は コ 
スト の か か る 入力 トラ ンス 方 式 で は 
な く , 古典 式 位相 反転 回 路 と 呼ば れ 
る 増幅 段 を 1 つ 増 や し て 180* の 反 
転 信号 を 得る 方 式 が 使わ れ て いた . 
出力 管 が 5 極 管 で も 無 帰 還 ア ンプ 
で , 後面 開放 の デン チク ・ キ ャ ビ ネ 
ッ ト に 取り 付け られ た 大 口径 の スピ 
ー カ か ら 閣 達 で キレ の 良い 音 が 出 て 
いた . 現代 の 磨き 上 げ ら れ た サウ ン 
ド と は 違っ た 荒削り な 音 だ っ た と 思 
う が , その 後 の NFB アン プ 全 盛 期 
の 重い 音 で は な く 心 が 浮き 立つ よう 
な サウ ンド だ っ た の を 覚え て いる . 
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@ 電 源内 部 . PT と CH は 橋本 電気 の 製品 を 使用 . 


相反 転 は この ダブ ル ・ プ ッシュ プル 
方 式 を 兼ね た 方 式 が 多く 使用 され 


テ 
ー ャ ゃ 


本 機 の 6 AQ 5 の 動作 電圧 は 規格 
を 下回っ て いる 。 本 来 は プッ シュ プ 
ル で 10 W の 6AQ 5 だが, 出力 ト 
ラン ス が 5 W 型 な の で Ep/Ip 共に 
抑え て いる . Ip 十 ISg は 約 52 mA(2 
球 の 値 ) で あっ た 。 

本 体 は MT 管 が 各 チ ャ ネル 3 本 
と 出力 トラ ンス の みな の で , 鈴蘭 堂 
の SUB-3 (200 W 130Dx60 H) の 
シャ ー シ ジ シ を 使用 し た . 出力 トラ ンス 
は シャ ー シ 内 に 収納 する こと を 最初 
考え た が レイ アウ ト 上 の バラ ンス が 
し っ くり し な い の で アン プ の 上 に 取 
り 付 けた . 


電源 部 は 橋本 電気 の パワ 
ー・ ト ラン ス と ヂ ョ ー ク 


今回 の 製作 に あたっ て 編集 部 の す 
すめ で 橋本 電気 の パワ ソー・ ト ラン ス 
と チョ ー ク を 使っ た . パワ ー・ ト ラ 
ンス の PT-180 は B 巻 線 が 280 V 


第 3 図 > 
電源 回 路 
AC100V RA 
Fuse 
ーー- つ 〇 へ ヽ へ の 〇 ー 〇 の 
2.5A PSW 
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100V 


(250 V タッ プ ) X2(220 mA/AC) と 60 
V の バイ アス 用 タッ プ , 5 V(3 A),。 
6.3 V (2.5A) X3 と いう 仕様 で あ 
る 。 


12AX7A 


120V 


< 第 2 図 > 6 AQ 5 PP アン プ 部 回 路 


Hashimolo 


PT-180 


O 280V 


UO7S 3000(20W) 


00000000000 


Hashimolo 
C-10-200W 
(10H200mA) 


チョ ー ク は 10 是 /200 mA 仕様 
の C-10-200 W を 使用 し た . 

パワ ー・ ト ラン ス と チョ ー ク は 鈴 
蘭 掌 製 の ボン ネッ ト 付 アン プ ・ ケ ー 
ス SU-2(200 W x150 Dx150 H) だ 組 
み 込ん だ . 整流 に は ファ ー ス トリ カ 
バリ 型 ダ イオ ー ド U07 NQ000 V/1 
A) を 使用 , 電圧 降下 用 に 300 ,2 (25 
W) を 介し て 平滑 回 路 に 入る . 平滑 回 
路 の コン デン サ は 22 十 22 z (500 
V) の ケミ コン で , デカ ッ プ リン グ 段 
も 電源 部 に 組み 込ん で し まっ た . 本 
体 と の 接続 は 8-PIN の US 型 プ ラ 
グ で 本 体側 に オス , 電源 側が メス 
(US ソケット ) を 使用 し て いる 。 電源 
の ON-OFF は 電源 部 で や っ て い 
る . パイ ロッ ト ・ ラ ンプ は 電源 部 と 
本 体 の 両方 に つけ た 。 本 体側 に は 
6AQ5X2 zoy 


軸 | マ PL.8V 


] 63v e-ch) 


] esv ee-ch) 


US コネ クタ (オス) 


US ソケット ス ) 
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AC100V を 引き 込ん で いな いた 
め , 旧式 の 豆 球 (8 V) の プラ ケッ ト 
を と りつ けた 。 コネ クタ の ケー ブル 
は 小柳 出 電気 で Bando の 8 芯線 を 
購入 し た . ヒー タ 用 の 電源 は 6.3 V 
(2.5 A) を 上 L/R チャ ン ネ ル 別 々 に 
し て ある . 札 線 は 3 A 用 な の で ヒー 
タ の 電流 合計 は 1.5 A だ か ら L/R 
を 共用 し て も か まわ な い . 


電気 特性 


(1) 雑音 ひずみ 素 特性 (第 4 図 ) 


THD の 成分 が 第 2 次 高調 流 で ほ 
と ん ど リ ニア で 出力 に 対応 し て い ぃ 
る . 5 W で クリ ッ プ が 始ま る の は 出 
カト ラン ス の 特性 で ある . 

残留 クイ ズ は 0.2 mV と た い へ 
ん 小 い 。 


(2) 周波 数 特性 (第 5 図 ) 


50 Hz--30 kHz が 土 1 dB で 小 
型 出力 トラ ンス の わり に は 特性 が 優 
れ て いる . 


(3) 入 ・ 出 力 特 作 (第 6 図 ) 


入力 60 mV で 出力 が 1 W と 高 
感度 で ある . 5 W 出力 時 の 入力 は 
160 mV で あっ た . 


B&W SS-25 で の 試聴 


組み 立て は 手間 の か か る 部 分 か ら 
片 づけ る ほう が , この 手 の シ ンプ ル 
な アン プ で は うま くい く 。 接続 の 8 
芯 ケ ー ブ ル , 電源 部 , 本 体 の 順に 進 
め だ た .。 
スピ ー カ は 4 ?), 8 0 16 Q を スイ 
ッ チ で 切り 替え る よう に し た . 

まず リフ ァ ン レン ス の SS-25 に 
本 機 を つない だ , CD プレ ー ヤ は 
STUDER A-730 で アン バラ ンス 
の FIXED アウ ト で ある 。. 

愛 聴 CD の ショ スタ コー ヴィ 
チ : ピア ノ と 弦楽 オー ケス トラ の た 
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め の 協 奏 曲 Op.35 (DG 439 864-2) か 
ら 第 4 楽章 アレ グロ ・ コ ン ・ ブ リオ 
を か けた 。 アルゲリッチ の ピア ノ ・ 
ソロ が 浮き 立つ よう に 鳴る . 輪郭 が 
し っ か り し て いか に も ピア ノ ら し 
い 。 弦楽 部 は 荒 々 し い .。 ソロ ・ ト ラ 
ン ペ ッ ト も 輝 か し い . エネ ルギー 的 
に 中 音 部 が 明らか に 勝っ て いる 。 化 
粧 の な ぃ い 素顔 の サウ ンド は ベト つか 
ず 心 地 よ い . な に か 懐か し さ を 覚え 
る サウ ンド で , 小学 校 や 中 学校 の 校 
庭 で 鳴っ た トラ ン ペ ッ ト ・ ス ピー カ 

音 を 思い 出し た 。 同じ CD に 入っ 
て いる ハイ ドン : ピア ノ 披 実 曲 長 
調 に な る と さら に ピア ノ の ソロ が 忙 
し く 駆 け め ぐる . 

スピ ー カ が 喜 々 と し て 解放 感 を も 
っ て 鳴る の は 一 体 どう し た こと か , 
アン プ の 出力 イン ピー ダン ス を 低く 
し て スピ ー カ の 動き を 抑え こん で し 
まう こと を 良し と する 理論 か ら ダ ン 


@ モ ー ド ・ パ ウエ ル 全 録音 集 
(NAXOS 8.110961) 


の w ファク タル 状 きぐ する て と 
ば か り 唱 えら れ て きた の が , は た し 
て 正しい こと か と 考え させ られ た . 
SS-25 が WE-14A ホ ー ン に 555 
を つけ た よう な 鳴り 方 に な っ た の で 
ある . 

SS-25 が 今 ま で に な い 鳴 り 方 だ 
っ た の で , 本 機 で 555 を 鳴ら し て み 
た. この 相性 は あま り 良 いと は 言え 


12AX7A メー カー 問わ ず 
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100 (16V) NICHICON 2 
100 (25V) NICHICON 2 
270k(1/2W) 4 
1.6k(1/2W) 2 
430k(1/2W) 4 
抵抗 9.1k(1/21W) 2 
270 Q(5W) 2 
1.2k(3W) 1 
7.5(3W) 1 
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| ブ ェ ュー ズ ホ ルー o 放 還 守 計 S5PeeS 1 、 、 や | 
パイ ロッ トラ ンプ |110V(NEON) 5 き | 
| 平板 20DGGE2EENSESNIR2EY 人 NN) も) も やや も や = も や も ゃ >※>※…・.、 | 
| 電源 コー ド |1.5m _ | EEE oo . | 
| 配線 材 ー ト 58 細 | 5m | 単 芯 綿 巻 線 。 | 
| 8 な ケー ブル HI:Smee 症 < | 
< 第 1 表 > 6 AQ 5 PP アン プ 使 用 部 品 リス ト 
ラジ オ 技 術 
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出 委 (W ) 
第 5 図 > 
周波 数 特性 
二 4 
の 反目 着 こ 」 よ 」] 作 人 老 | 柚 旨 1 
0 iii 還 画 自 胃 出 | 画 串 果 還 目 演 者 較 ii 
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な か っ た . すこ し 音 が に じ む よう な の SP レコ ー ド と は 似 て 非 な る も の 
現象 が あり , フォ ー カ ス が 甘い 音 に な の だ が , 演奏 の 形骸 は 僅か に 残っ 
な っ て し まっ た . 101D や 205D の て いる .。 そ ん な CD が 本 機 で 聴く と 


格調 の 高 さ が 失 われ し まい 演奏 の 感 
動 が 伝わら な い . 


SP レコ ー ド 復刻 CD が 生々 
し く 鳴 っ た 


音 の 出 か た に 現代 アン プ や 直 熱 3 
極 管 の 古典 型 ア ンプ に な い 躍 動 感 や 
張り が ある も の の , 音色 に 魅力 が な 
い ア ンプ に な っ て し まっ た . 本 機 で 
良さ を 発揮 し た ソー ス は SP レコ ー 
ド の 復刻 CD で , 現代 アン プ で は 音 
が 沈ん で し まっ た よう な ノイ ズ を 取 
りす ぎ た 盤 が , 結構 聴け る の が 判っ 
た . これ ら の 復刻 CD は オリ ジ ナ ル 
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カゲ に 隠れ て し まっ た 部 分 が 鱗 る 感 
じ が し た .。 

19 世紀 の 後半 か ら 20 世紀 の 前 半 
に 活躍 し た アメ リカ の 女流 ヴァ イオ 
リン 奏者 モー ド ・ パ ウェ エル (1867- 


出力 (W) 


1920) の 全 録 音 集 1904-1917 Vol.1 
(NAXOS 8.110961) は 貴重 な 録音 集 
だ が , この 復刻 CD が 精彩 感 豊 か に 
再生 で た の に は 嬉し く な っ て し まっ 
た . 1920 年 に 没 し た この ヴァ イオ リ 
ン 録音 集 は 当然 , すべ て が 機械 式 録 
音 (ラッ パ 吹 き 込 み ) で ある . アメ リ 
カ VICTOR の スタ ー だ っ た こと 
も CD 解説 に 詳し い . クラ イス ラ 
ー。 エル マシ ,。 クー ペリ サク 3 ティ ボ 
ー と 言っ た SP レコ ー ド で 聴け る 大 
ヴァ イオ リ ニ ス ト の 先輩 格 で アメ リ 
カ 生 まれ な が ら , ヨー ロッ パ に 渡っ 
て ヨアヒム の 指導 を 受け た パウ エル 
の 演奏 23 曲 が わ ず か ぎ \1,000 で 聴 
ける の だ か ら 幸 せ で ある . この アン 
プ の お か げ で パウ エル の ラッ パパ 吹き 
込み か ら , 血 の 通 っ た 演奏 が きけ た 
こと を 報告 し て 筆 を 置く . 


@ 本 体 と 電源 の リア ・ パ ネル を 見 る 
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